
発
行
／
郵
船
ク
ル
ー
ズ
株
式
会
社
　
A
SU
K
A
 CLU

B
事
務
局

〒
220-8147　

横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
2-2-1 横

浜
ラ
ンド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
47
階
　
T
EL. 045 (640 )5302

発
行
人
／
遠
藤
 弘
之

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
.asukacruise.co.jp

2023
年
8月
31日

発
行

107
N

O
.

Sum
m

er 2023

NUMBER 107 SUMMER 2023

Special

Special

E
ssay

Interview

Introduce

C
ollection

Foodie

秋
の
日
本
一
周
ク
ル
ー
ズ

花
火
ク
ル
ー
ズ
の
魅
力

佐
治
晴
夫

石
井
竜
也

ク
ル
ー
の
フ
ォ
ー
マ
ル
ス
タ
イ
ル

飛
鳥
Ⅱ
の
絨
毯

焼
き
た
て
パ
ン

目
覚
め
て
も
つ
づ
く
夢

The finest

voyage
together

“A-TIMES”の連載記事はぜひホームページでごらんください。
My ASUKA CLUBにご入会いただくことで
A-TIMESでご紹介したプレゼントにご応募できます。お楽しみに！

←開所式に先立ち
造船所のゲートに社旗を掲揚。
強風に泰然とはためく旗に
参加者一同は感無量でした。

ドイツ・パペンブルクで
みんなの夢が
動き出しました！

5月の大空に社旗が揚がり、
喜びの中で

現地駐在オフィス開設。
新造客船の

建造工事に向けた
新たなスタートです。

飛鳥クルーズのホームページで
連載中の“A-TIMES”。もうご覧になりましたか？

毎回、新造客船の最新情報を発信するその第1回目は
ドイツ駐在オフィスの開所式の記事です。

→鏡開きで開所式は開始。
日本式の行事に、造船所から参加した

会長以下社員の方々は
興味津々でした。

2025年の新造客船の就航に向けドイツ、パペンブルクのマイヤー ベルフト造船所内に

現地駐在オフィスを開設し、 2023年5月23日に開所式を執り行いました。

ここには部門ごとのスペシャリストが集まり、造船所と連携しながら船の建造を進めます。

いまは設計の詳細が固まり、これからは建造工程の検討に入ります。

9月にはスチールカッティングを行なって船底のブロックの建造がスタートします。

開所式には、参列したスタッフたちの、ここまで漕ぎ着けた安堵感と、

いよいよ始まる建造への期待感が重なって、活気にあふれる雰囲気が広がりました。



Photographs by Taishi Sakamoto

ジンキー

この船がつなぐもの。
それは目的地だけではありません。
たくさんの人生をつないで、喜びを紡いで、
飛鳥Ⅱは海を航ります。

アシスタント
クルーオフィサー

　全乗組員を支えるクルーオフィスという
部署で働いています。休暇から戻ってき
た乗組員のパスポート、船員手帳などを
確認し、避難訓練や緊急時に着用する
帽子を渡したり、初めて乗船してきた乗組
員に船内の生活指導をしたり。また、乗組
員の息抜きのためのパーティーやビンゴ
大会も企画します。私の仕事で一番大切
なのは、みんなの悩みを聞いてあげること。
恋の悩みから仕事のこと、体調のこと、故
郷の家族のことまで。やはり一番多い悩
みはホームシックです。若い子なら家族や
友達と遠く離れているのがさびしいし、親
であれば残してきた子どもを思って悲しく
なる日もある。なるべくいつでも相談にのっ
てあげるようにしています。私はみんなの
母親みたいな感じで、船の中に大勢の子
どもたちがいるんです。毎日忙しいですが、
職場環境も気に入っていますし、飛鳥の
伝統や日本的な価値観も私に合っている
から、長く働けるのだと思います。

マニラ近郊のカビテ出身。休暇中は普通の
お母さんに戻って、料理、洗濯、掃除をして
２人の子どもたちの面倒をみる。ディナーに
行ったり、映画を観に行ったり、海辺でリラッ
クスしたり、普通にみんなで過ごすことが家
族をつないでくれている。

お客様の
笑顔が
私たちの
喜び

第六回

フィリピン
クルーの
お母さん

©郵船クルーズ株式会社
※本誌の記事および写真の
無断転載・複写をお断りします。

ASUKA
WALKING & RUNNING CLUB

発行／郵船クルーズ株式会社
アスカクラブ事務局
〒220‒8147
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Specia l Feature 1

Specia l Feature 2

村山 明
工房を訪ねて③

美食遊覧⑥

4

16
20

焼きたてパン 24

洋上の特等席へ
ようこそ

寄港地のいちおし

飛鳥の美しいかたち ⑦

飛鳥Ⅱの絨毯

18

22

ただいま乗船中
Welcome Aboard

ヴォヤージュサブレ
Online Shopping

28

26

19

Contents

number
107

summer
2023

ふたつのヴォヤージュ 佐治晴夫
Cruis ing Library ⑦

石井竜也さん
Asuka Cruise Interv iew ⑥

10

14

12

ドレスコード
もっと知りたい飛鳥のこと ⑥

秋の日本一周クルーズ

Cr u i s e  De sk

C lub  I n f o rmat i on

29
30

絶景は
海にあり

海からめぐる日本三景

花火クルーズの魅力



特
集
１
／
秋
の
日
本
一
周
ク
ル
ー
ズ

絶
景
は
海
に
あ
り

　
古
く
か
ら
そ
の
美
し
さ
を
世
に
知
ら
れ
る
、
松

島
、
天
橋
立
、
宮
島
。
江
戸
時
代
の
初
め
、
儒
学

者
の
林
春
斎
が
こ
れ
ら
を
「
卓
越
し
た
三
つ
の
奇

観
」
と
し
た
の
が
「
日
本
三
景
」
の
は
じ
ま
り
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
つ
に
共
通
す
る
の
は
、
そ
う
、
海
な
の
で

す
。
2
6
0
も
の
緑
の
島
々
が
海
に
浮
か
ぶ
松

島
、
湾
を
横
切
る
砂
地
に
生
え
た
八
千
本
も
の
松

が
つ
く
り
だ
す
天
橋
立
、
そ
し
て
海
を
結
界
と
し

て
海
上
に
築
か
れ
た
聖
域
、
宮
島
。

　
日
本
人
が
美
し
さ
を
感
じ
る
景
観
に
は
、
ど
う

や
ら
海
と
陸
と
の
黄
金
比
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
こ
の
秋
、
飛
鳥
Ⅱ
で
そ
の
黄
金
比
を
確
か

め
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
秋
は
ク
ル
ー
ズ
の
ベ

ス
ト
シ
ー
ズ
ン
。
「
秋
の
日
本
一
周
ク
ル
ー
ズ
」

で
、
海
か
ら
日
本
三
景
を
め
ぐ
り
ま
し
ょ
う
。 海

か
ら

め
ぐ
る

日
本
三
景

Photograph by Taishi Sakamoto

Matsushima

Amano hashidate

Miyajima
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A
u

tu
m

n
 C

ru
ise

北
か
ら
南
へ

日
本
列
島
を

ぐ
る
り

　
13
日
間
と
い
う
ほ
ど
よ
い
日
程
に
、
日
本
列
島

の
見
所
が
ギ
ュ
ッ
と
つ
ま
っ
た
「
秋
の
日
本
一
周

ク
ル
ー
ズ
」
。
一
周
し
て
み
る
と
、
日
本
列
島
の

ス
ケ
ー
ル
を
実
感
し
ま
す
。
太
平
洋
か
ら
日
本
海

へ
、
北
か
ら
南
へ
と
船
が
進
む
う
ち
に
海
の
色
も

変
わ
り
、
空
を
行
き
交
う
海
鳥
や
、
潮
の
香
り
も

ど
こ
か
違
っ
て
感
じ
ま
す
。
時
は
秋
、
ク
ル
ー
ズ

の
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
終
日
航
海
日
は
4
日

間
、
デ
ッ
キ
で
海
を
眺
め
な
が
ら
の
ん
び
り
と
過

ご
す
の
も
良
い
で
す
ね
。

　
7
つ
の
寄
港
地
も
個
性
豊
か
。
日
本
三
景
は
も

ち
ろ
ん
、
夜
景
の
美
し
い
函
館
、
妖
怪
た
ち
が
出

迎
え
る
境
港
、
神
話
の
舞
台
に
も
な
っ
た
高
千
穂

峡
、
五
連
の
ア
ー
チ
が
美
し
い
錦
帯
橋
、
世
界
遺

産
・
厳
島
神
社
な
ど
の
見
所
が
楽
し
み
で
す
。

特
集
１
／
秋
の
日
本
一
周
ク
ル
ー
ズ

横
浜

函
館

八
戸

仙
台

舞
鶴

境
港

細
島

岩
国

（
日
向
）

海
の
上
に
建
つ

唯
一
無
二
の

造
形
美

　
平
安
時
代
後
期
、
平
清
盛
の
援
助
を
受

け
て
、
今
日
私
た
ち
が
見
る
よ
う
な
朱
塗

り
の
回
廊
で
結
ば
れ
た
厳
島
神
社
の
海
上

社
殿
は
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
厳
島
は
「
神

に
斎
（
い
つ
）
く
島
＝
神
に
仕
え
る
島
」

か
ら
転
じ
た
と
も
言
わ
れ
、
古
く
か
ら
島

そ
の
も
の
が
御
神
体
と
し
て
崇
め
ら
れ
て

い
た
た
め
、
御
神
体
を
傷
つ
け
ぬ
よ
う
海

上
に
社
殿
を
建
て
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　
瀬
戸
内
の
海
面
か
ら
そ
び
え
る
朱
塗
り

の
大
鳥
居
、
御
笠
浜
に
せ
り
出
す
社
殿
の

背
後
に
は
弥
山
の
深
い
緑
が
広
が
り
ま

す
。
見
事
な
ま
で
に
計
算
し
尽
く
さ
れ

た
、
近
寄
り
が
た
い
ほ
ど
の
造
形
美
で

す
。
潮
の
満
ち
引
き
に
よ
っ
て
刻
一
刻
と

表
情
を
変
え
る
海
の
景
観
が
、
厳
島
神
社

の
荘
厳
さ
を
引
き
立
て
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

宮島へは岩国港からの寄港地観光ツアーで
訪れることができます

Miyajima

宮
島

A
u

tu
m

n
 C

ru
ise

視
点
を

変
え
る

見
立
て
の
美

　
天
橋
立
が
現
れ
た
の
は
約
２
２
０
０
年

前
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
宮
津
湾
の
海
流

と
阿
蘇
海
の
海
流
が
ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ
に

砂
が
堆
積
し
て
、
徐
々
に
長
く
な
り
そ
の

砂
州
の
上
に
松
が
生
え
て
現
在
の
よ
う
な

不
思
議
な
景
観
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
天
橋
立
と
言
え
ば
股
の
ぞ
き
。
股
の
間

か
ら
逆
さ
に
景
色
を
見
る
こ
と
で
空
と
海

が
逆
転
し
、
ま
る
で
空
に
架
か
る
橋
の
よ

う
に
見
え
る
の
で
す
。
こ
の
股
の
ぞ
き
、

２
０
１
６
年
に
イ
グ
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受

賞
し
た
こ
と
で
世
界
的
に
も
有
名
に
な
り

ま
し
た
。
北
側
か
ら
見
る
と
ま
っ
す
ぐ
に

見
え
る
天
橋
立
、
南
側
か
ら
見
る
と
曲
が

っ
た
と
こ
ろ
が
天
に
舞
い
上
が
る
龍
の
よ

う
に
見
え
ま
す
。
庭
園
な
ど
で
も
自
由
に

見
立
て
を
楽
し
む
の
が
日
本
文
化
の
特

徴
、
さ
て
何
に
見
立
て
ま
し
ょ
う
。

天橋立へは舞鶴港からの寄港地観光ツアーで
訪れることができます 

Amanohashidate

天
橋
立

A
u

tu
m

n
 C

ru
ise

か
の

松
尾
芭
蕉
を

絶
句
さ
せ
た

『
奥
の
細
道
』
冒
頭
で
松
尾
芭
蕉
は
「
も

も
引
の
破
れ
を
つ
づ
り
、
笠
の
緒
つ
け
か

え
、
三
里
（
健
脚
の
ツ
ボ
）
に
灸
す
ゆ
る

よ
り
、
松
島
の
月
ま
ず
心
に
か
か
り
て

…
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
旅
の
準
備
を
し

な
が
ら
松
島
の
月
を
思
っ
て
気
も
そ
ぞ
ろ

な
芭
蕉
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
あ
こ
が
れ
て

い
た
の
に
、
松
島
の
美
し
さ
を
前
に
し
て

芭
蕉
は
絶
句
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
2
6
0
あ
ま
り
の
緑
の
島
々
が
浮
か
ぶ

松
島
。
地
殻
変
動
や
海
水
面
の
上
昇
に
よ

っ
て
、
約
五
千
年
前
に
は
現
在
の
よ
う
な

多
島
海
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
松
島
の
月
は
古
く
か
ら
歌
に
詠
ま
れ

愛
さ
れ
て
き
た
名
月
。
多
島
海
に
映
る
月

と
空
に
浮
か
ぶ
月
と
の
幻
想
的
な
美
し

さ
、
こ
こ
に
も
心
を
揺
さ
ぶ
る
黄
金
比
が

あ
り
そ
う
で
す
。

松島へは仙台港からの寄港地観光ツアーで
訪れることができます

Matsushima

松
島

松
島

宮
島

天
橋
立
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まだ眠りたくない
時を忘れて盛り上がる
ディスコタイム

スキップ・マーティンさんによる
ステージでは、

お客様も立ち上がって
踊り出す

この秋も多彩な
ミュージッククルーズを
ご用意しています

60年代が
音楽でよみがえる
飛鳥Ⅱのステージにグループサウンズのスター達
が大集結。60年代に若者に熱烈に指示されたグ
ループサウンズの名曲を一緒に口ずさみましょう。
常陸那珂からは連絡バスで秋に色づく海浜公
園へも訪れていただけます。

増田裕太クルーズディレクター

10月3日（火）～6日（金）
横浜→常陸那珂→横浜
185,500円～903,000円

グループサウンズクルーズ

 ［シニア割引10%］
60歳以上のお客様は旅行代金が
10%割引になります（客室S・Kを除く）

　梅雨の晴れ間となった週末、飛鳥Ⅱ
は横浜港を出港しました。比較的若い
年齢層の方が多いように感じましたが、
昼間は普段のクルーズと変わらず、静か
に思い思いに過ごされているご様子。
ところが、夜になるとなにやら雰囲気が
変わってきました。
　2日目の夜は80年代に数々の大ヒット
を生んだ「クール＆ザ・ギャング」、「ダズ・
バンド」のリードボーカル＆トランペッター
として活躍し、グラミー賞も受賞したス
キップ・マーティンさんのステージ。後半、
スキップさんが声をかけるとお客様も立
ち上がり踊り出します。アンコールでは代
表曲「セレブレーション」がかかり、ギャラ
クシーラウンジは興奮に包まれました。
　ステージの後はクラブ2100のディスコ
ナイトへ。盛り上がるお客様に交じって
プロダクションキャストや乗組員の姿も。
よく見ると、様々な世代のお客様がダン
スフロアに。音楽に合わせて自然と体が
動き出し、世代を超えてダンスの輪がひ
ろがっていきました。

特
集
１
／
秋
の
日
本
一
周
ク
ル
ー
ズ

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
も
充
実

食
欲
の
秋
、
グ
ル
メ
に
も
期
待

　多彩なゲストの中でも、ピアニストの西
川悟平さんは2018年の世界一周にも乗
船していただきました。その時に「僕は
東京パラリンピックで演奏します」と宣言
されて、本当にそれを実現されました。7
本の指で演奏するので弾き方もとても特
徴的なのですが、すっかり日本を代表す
るピアニストになられて、飛鳥Ⅱにまた
戻ってきてくださるのが楽しみです。日本
の伝統芸能はもちろん、ソプラノデュオ、
バンドネオンに京劇などバラエティーに
富んだゲストが揃いました。また、秋の終
日航海日はプールサイドで運動会を開
催しようかなと現在企画中です。フォー
マルナイトにはキャプテンズパーティも。
久しぶりのお客様も多いと思いますの
で、楽しみにしていただきたいです。

Cruise Information

ゲストでも
船内イベントでも
クルーズを
盛り上げます

Cruise Information

10/9
10/10
10/11
10/12
10/13
10/14
10/15
10/16
10/17
10/18
10/19
10/20
10/21

横浜
クルージング
仙台
八戸
函館
クルージング
舞鶴
境港
クルージング
岩国
細島（日向）
クルージング
横浜

10月9日（月）～21日（土）
横浜発着

秋の
日本一周クルーズ

741,000円～3,612,000円

［アスカクラブ特別割引15%］
アスカクラブ会員のお客様は旅行代金が
15%割引になります（客室S・Kを除く）

クラシック音楽と
美食を楽しむ
ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団でコンサート
マスターを務めたダニエル・ゲーデ率いるカルテッ
ト「ゲーデ弦楽四重奏団」によるスペシャルステー
ジを開催。ザッハトルテなどウィーンの代表的グル
メもお楽しみに。

10月28日（土）～30日（月）
神戸→神戸
136,000円～662,500円

神戸発着 秋の休日 

ウィーンスタイルクルーズ

みんなで
踊り明かそう！
ディスコ クルーズ

ウィークエンドクルーズ
太田裕美
みずみずしい
歌声で紡ぐ
青春のメロディ

山田姉妹
息ぴったり
双子の

ソプラノデュオ

平田耕治
タンゴの情熱を
伝える

バンドネオン奏者

入船亭扇橋
昨年真打昇進と
共に10代目扇橋を

襲名

新潮劇院 中国の伝統芸能「京劇」と
太極拳の指導も

新山重治
中国料理
「礼華」

オーナーシェフ

西川悟平
魂を揺さぶる
唯一無二の
ピアノ演奏

新
た
な
ゲ
ス
ト
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
の

乗
船
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

寄
港
地
か
ら
戻
っ
た
ら
、飛
鳥
Ⅱ
の
船
内
で

心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

singer, trumpet player

Cruise Report

Skip Martin

Music Cruise June 2023 ～Celebration～Music

ディスコから一転
哀愁を感じさせる
トランペットの演奏も

Photographs by Yosuke Owashi
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15
セ
ン
チ
開
け
て
ね
、
日
の
出
に
赤
く

染
ま
る
富
士
山
が
き
れ
い
に
見
え
ま
し

た
。
普
段
だ
っ
た
ら
開
け
る
の
は
10
セ

ン
チ
ま
で
で
す
か
ら
。

　
景
色
の
見
方
と
か
間
違
っ
て
ま
す

よ
、
皆
さ
ん
は
開
け
す
ぎ
。
細
い
と
こ

ろ
か
ら
、
広
い
と
こ
ろ
を
見
る
の
が
良

い
ん
で
す
よ
。
路
地
裏
か
ら
空
を
見
上

げ
る
み
た
い
な
ね
。
そ
っ
ち
の
方
が
僕

は
感
性
と
し
て
は
豊
か
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
思
う
。僕
は
ね
、ハ
ワ
イ
に
行
っ

は
飛
鳥
Ⅱ
の
こ
と
、
埠
頭
に

建
っ
て
い
る
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

だ
と
ば
っ
か
り
思
っ
て
い

て
。
あ
れ
が
船
な
ん
で
す
っ
て
言
わ
れ

て
、え
？
っ
て
。昨
日
は
じ
め
て
分
か
っ

た
み
た
い
な
感
じ
で
す
。
近
寄
っ
て
み

た
ら
さ
ら
に
大
き
い
。
お
客
様
と
ク

ル
ー
も
入
れ
た
ら
最
大
で
1
2
0
0
人

ぐ
ら
い
の
人
が
乗
れ
る
な
ん
て
、
完
全

に
一
つ
の
街
で
す
よ
ね
。で
も
僕
は
ね
、

キ
ャ
ビ
ン
の
中
だ
け
で
十
分
飛
鳥
Ⅱ
を

満
喫
し
ま
し
た
よ
。
朝
は
カ
ー
テ
ン
を

て
も
そ
う
で
す
か
ら
。
15
セ
ン
チ
開
け

て
ハ
ワ
イ
だ
な
ぁ
と
思
っ
た
ら
、
も
う

パ
ッ
と
閉
め
る
。
今
日
は
天
気
が
良
い

ん
だ
か
ら
と
か
言
わ
れ
る
け
れ
ど
、
何

が
楽
し
ん
だ
ろ
う
っ
て
思
う
ん
で
す

よ
。
人
出
が
多
く
て
に
ぎ
や
か
で
楽
し

そ
う
な
の
、
嫌
い
な
ん
で
す
よ
ね
。

　
仕
事
柄
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
行
く

け
れ
ど
、
ホ
テ
ル
に
着
け
ば
そ
こ
が
僕

の
世
界
。
飛
鳥
Ⅱ
の
ス
イ
ー
ト
は
外
国

仕
様
で
す
ね
。
浅
く
て
長
い
バ
ス
タ
ブ

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
メ
ー
カ
ー
も
の
か
な

と
考
え
た
り
。
バ
ス
タ
ブ
に
も
シ
ャ

ワ
ー
が
付
い
て
い
る
の
に
、
別
で
シ
ャ

ワ
ー
ブ
ー
ス
も
あ
る
。
僕
は
バ
ス
タ
ブ

の
方
で
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
て
シ
ャ
ワ
ー

を
浴
び
る
の
は
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
う
。
通
は
ち
ゃ
ん
と
歩
い
て
シ
ャ

ワ
ー
ブ
ー
ス
で
髪
と
か
洗
っ
て
き
れ
い

に
し
て
か
ら
、
バ
ス
タ
ブ
の
湯
船
に
入

る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
や
っ
ぱ
り
、
日

本
の
御
作
法
で
す
よ
ね
。

日
も
ず
い
ぶ
ん
考
え
ま
し
た

ね
。
こ
の
シ
ャ
ワ
ー
カ
ー
テ

ン
は
ど
う
使
う
の
か
な
っ

て
。
妄
想
が
と
ま
ら
な
く
な
っ
て
、
も

う
実
際
に
夫
婦
で
泊
ま
っ
て
い
る
感

じ
。
美
人
の
奥
様
が
「
ね
ぇ
、
ち
ょ
っ

と
ワ
イ
ン
飲
ま
な
い
？
」
と
か
話
し
か

け
て
き
て
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
閉
め
た

カ
ー
テ
ン
越
し
に
、「
う
ん
、
分
か
っ

た
も
う
出
る
よ
」
み
た
い
な
会
話
が
あ

る
。
あ
れ
は
ね
、
全
部
閉
め
て
身
体
を

洗
う
た
め
の
カ
ー
テ
ン
じ
ゃ
な
い
な
。

皆
さ
ん
分
か
っ
て
い
る
か
な
？
是
非
、

半
分
ぐ
ら
い
開
け
て
入
っ
て
欲
し
い
で

す
。

　
飛
鳥
Ⅱ
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
行
き

た
い
で
す
ね
。
メ
ル
ボ
ル
ン
や
シ
ド

ニ
ー
を
巡
っ
て
大
陸
を
ま
る
ご
と
堪
能

す
る
。
寄
港
地
も
良
い
け
れ
ど
、
絶
海

を
味
わ
う
の
も
ク
ル
ー
ズ
な
ら
で
は
の

醍
醐
味
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
か
ら
南

下
す
る
あ
い
だ
は
、
何
日
も
海
だ
け
で

し
ょ
う
ね
。
映
画『
A
C
R
I
』を
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
撮
影
し
て
い
た
時
、
ホ

エ
ー
ル
ロ
ー
ド
（
鯨
の
通
り
道
）
に
あ

る
小
島
へ
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
行
く

途
中
は
陸
が
ま
っ
た
く
見
え
ず
、
船
の

先
端
に
立
つ
と
ち
ょ
っ
と
ぞ
っ
と
す
る

ぐ
ら
い
。
夜
な
ん
か
星
空
し
か
な
い
。

昔
の
人
が
星
を
目
指
し
て
航
海
し
た
と

い
う
感
覚
が
分
か
る
気
が
し
ま
し
た
。

泳
い
で
く
る
鯨
を
撮
ろ
う
と
波
打
ち
際

で
待
っ
て
い
た
ら
、
親
子
鯨
が
近
づ
い

て
き
て
撮
影
隊
の
前
で
ぐ
る
っ
と
回
っ

て
、
一
回
だ
け
水
中
で
ひ
れ
を
動
か
し

た
ん
で
す
。
そ
の
時
、
身
体
が
ぐ
ん
っ

て
後
ろ
に
動
い
て
、
と
て
つ
も
な
い
パ

ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。
水
圧
も
だ
け
れ

ど
、
海
と
い
う
大
き
な
存
在
を
感
じ
ま

し
た
。

　
た
だ
も
う
海
し
か
な
い
。
そ
ん
な
絶

海
へ
ま
た
行
っ
て
み
た
い
な
ぁ
、
そ
し

た
ら
カ
ー
テ
ン
30
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
開
け

て
、
顔
ぐ
ら
い
出
し
て
も
良
い
か
な
。

パ
ワ
フ
ル
な
歌
声
で

お
客
様
を
魅
了
し
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
石
井
竜
也
さ
ん
。

お
仕
事
柄
あ
ち
こ
ち
へ
行
か
れ
る

け
れ
ど
、実
は
大
の
出
不
精
だ
と
か
。

飛
鳥
Ⅱ
の
船
内
で
は
ど
の
よ
う
に

お
過
ご
し
だ
っ
た
の
か
、

意
外
な
お
話
を
伺
え
ま
し
た
。

number

ASUKA
Cruise

Interview
15
セ
ン
チ
だ
け
開
け
た

カ
ー
テ
ン
の
間
か
ら

日
の
出
に
染
ま
る

赤
富
士
を
見
た

6
Tatuya

Ishii

石
井
竜
也
さ
ん

実

茨城県出身。１９８５年米米CLUBとしてデビュー。楽曲の作詞・作曲、ステージセット、コスチュームなどバン
ドを総合的にプロデュースし、「浪漫飛行」「君がいるだけで」などを含め多くのヒット曲をリリースする。映
画監督としても活動、'94年『河童』、'96年『ACRI』を公開。'97年の米米CLUB解散後（'06年再始動）、ソ
ロ活動開始。毎回テーマ性のある全国ツアー、アートパフォーマンス、オーケストラライブなどを展開する。

P
h

otog
rap

h
s b

y T
a

ish
i S

a
k

a
m

oto

２０２２年７月「A- s ty l e  クルーズ ～夏彩～」にて。
いしい たつや

大
き
な
船
の
中
の

僕
だ
け
の
世
界

飛
鳥
Ⅱ
の
ス
イ
ー
ト
で

妄
想
が
と
ま
ら
な
い

昨
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Vol.6

もっと
知りたい
飛鳥の
こと

ドレス
コード

ク
ル
ー
の
フ
ォ
ー
マ
ル
ス
タ
イ
ル
に
は
「
ホ
ワ
イ
ト
フ
ォ
ー
マ

ル
」
と
「
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ル
」
が
あ
り
、
該
当
日
に
ど

ち
ら
に
す
る
か
は
キ
ャ
プ
テ
ン
が
決
め
ま
す
。
世
界
一周
ク

ル
ー
ズ
な
ど
複
数
回
あ
る
時
は
そ
れ
が
交
互
に
。

女
性
の
ク
ル
ー
は
ド
レ
ス
や
和
服
で
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
も
。
夕
べ
の
船
内
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
雰
囲
気
づ
く

り
に一役
か
って
い
ま
す
。

気
に
な
る
の
は
着
替
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
。
全
員
が
17
時

に
は
フ
ォ
ー
マ
ル
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
各
々
が

自
身
の
勤
務
時
間
に
合
わ
せ
て
着
替
え
る
そ
う
で
す
。

お
客
様
と
ク
ル
ー
が
一
緒
に
つ
く
り
だ
す
ク
ル
ー
ズ
な
ら

で
は
の
特
別
な
時
間
。
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
し
て
過
ご
す
一夜
を
、

次
の
ク
ル
ー
ズ
で
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

チ
ー
フ
パ
ー
サ
ー 

ア
シ
ス
タ
ン
ト
パ
ー
サ
ー

ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

チ
ー
フ
ウ
エ
イ
タ
ー 

ウ
エ
イ
ト
レ
ス 

ウ
エ
イ
タ
ー

ヒ
ミ
グ 

リ
ー
ダ
ー 

ア
シ
ス
タ
ン
ト
ホ
テ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

ソ
ー
シ
ャ
ル
オ
フ
ィ
サ
ー

ホ
テ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

ヘッ
ド
ウ
エ
イ
タ
ー
/
ソ
ム
リ
エ 

ヘッ
ド
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
/
ソ
ム
リ
エ 

ク
ル
ー
の
フ
ォ
ー
マ
ル
ス
タ
イ
ル

P
h

otograph
s by K

azu
h

isa N
atori

メ
ー
ト
ル
ド
テ
ル 

ア
シ
ス
タ
ン
ト
ク
ル
ー
ズ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

シ
ョッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

ジ
ュニ
ア
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ク
ル
ー
ズ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

ア
シ
ス
タ
ン
ト
メ
ー
ト
ル
ド
テ
ル 

ア
シ
ス
タ
ン
ト
メ
ー
ト
ル
ド
テ
ル 

ク
ル
ー
ズ
ス
タ
ッ
フ 

初
夏
の
ク
ル
ー
ズ
、終
日
航
海
の
こ
の
日
の
ア
ス
カ
デ
イ
リ
ー
に
記
さ
れ
た
ド
レ
ス
コ
ー
ド
は
フ
ォ
ー
マ
ル
。

そ
こ
で
服
装
が
切
り
替
わ
る
17
時
前
に
、パ
ー
ム
コ
ー
ト
、イ
ー・ス
ク
エ
ア
、

ア
ス
カ
プ
ラ
ザ
に
居
合
わ
せ
た
ク
ル
ー
の
方
々
を
ハ
ン
ト
し
て
、

フ
ォ
ー
マ
ル
ス
タ
イ
ル
の
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョッ
ト
を
パ
チ
リ
。

こ
の
日
は
夏
ら
し
い
爽
や
か
な
〝ホ
ワ
イ
ト
フ
ォ
ー
マ
ル
〞と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
す
。
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伊東
花火クルーズ
での観覧

徳川家康の外交顧問、三浦按針の
功績を称える祭りのフィナーレを飾る
花火大会。海上５か所から次々に打
ち上げられ、船上はまさに洋上の特
等席です。

花

日南
花火クルーズ
での観覧

三方を山に囲まれた油津港に迫力あ
る花火の音が響き渡り、その輝きとと
もに夏の夜を盛り上げます。飛鳥Ⅱの
船上から眺める約１万発の花火は壮
観です。

鳥羽・熊野
大花火クルーズ
での観覧

熊野の300年以上続く伝統の花火大
会。海面に咲く巨大な半円形の「三
尺玉海上自爆」や名勝鬼ヶ城の反響
音が大迫力の「鬼ヶ城大仕掛け」な
ど見どころ盛り沢山。

阿波おどり・
高松花火クルーズ
での観覧

瀬戸内の夏を彩る花火大会。スター
マインや大玉など、3,000発の花火が
息つく暇なく海上に打ち上げられま
す。船上からは海面に映る花火が迫
力満点です。

火Photographs by Tsuneo Nakamura, Kazuhisa Natori

昨
年
の
「
の
ん
び
り
秋
旅
ク
ル
ー

ズ
」
に
お
い
て
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
催

さ
れ
大
好
評
だ
っ
た
飛
鳥
花
火
が

今
年
も
「
夏
休
み
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン

ド
ク
ル
ー
ズ
」
で
企
画
さ
れ
ま
し

た
。
洋
上
の
飛
鳥
Ⅱ
か
ら
観
覧
す

る〝
飛
鳥
夏
花
火
〞は
、
各
地
の
花

火
大
会
を
訪
ね
る
他
の
花
火
ク

ル
ー
ズ
で
観
る
花
火
と
は
違
っ
て
、

許
可
を
得
た
場
所
か
ら
飛
鳥
Ⅱ

の
お
客
さ
ま
の
た
め
だ
け
に
打
ち

上
げ
る
花
火
で
す
。
今
回
は
そ
の

舞
台
裏
で
あ
る
花
火
工
場
を
訪
ね

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

飛
鳥
Ⅱ
の

お
客
様
の
た
め
に

打
ち
上
げ
る

※
第
1
回
目
の
開
催
は
昨
年
の
11
月
10
日
。

　
花
火
工
場
の
取
材
日
は

　
第
2
回
目
の
飛
鳥
夏
花
火
が
行
わ
れ
る
前
月
、

　
7
月
4
日
で
し
た
。

飛
鳥
夏
花
火
の

舞
台
裏
を

訪
ね
ま
し
た
。

飛鳥夏花火の製造と打ち上げを
担当するのは株式会社マルゴーさん。
工場は山梨県の四尾連湖に程近い
山あいの場所にありました。

最
初
の

開
催
は

サ
プ
ラ
イ
ズ
で

齊
木
智
さ
ん

（
株
）マ
ル
ゴ
ー

代
表
取
締
役

イ
ン
タ
ビュ
ー

花火玉づくりの
工程

星掛け

星と呼ばれる玉状の火
薬の層を作っていきま
す。火薬をミキサーで水
練りし、回転釜を使って
丸く均一になるようにし
ます。

1

星乾燥

星を乾燥室や天日で
しっかりと乾燥させま
す。種類や大きさによっ
て、星掛けと乾燥を何
度も繰り返しながら調
整します。

2

玉込め

半球状の玉皮に星を
隙間なく詰めます。中心
には花火玉を破裂させ
るための割薬を詰め、2
つの半球を合わせ花
火玉にします。

3

玉貼り

半球の合わせ目をつな
ぎ、クラフト紙を玉の表
面に厚みが均等になる
よう貼り付けていくこと
で強度と反発力をつくり
ます。

4

多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
一
緒
に

笑
顔
に
な
れ
る
点
が
花
火
の
い

い
と
こ
ろ
。
そ
の
長
所
が
コ
ロ

ナ
禍
で
短
所
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
郵
船
ク
ル
ー
ズ
さ
ん

も
同
様
な
状
況
の
中
で
、
お
客

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
何

か
を
探
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で

縁
あ
っ
て
実
現
し
た
の
が
飛
鳥

花
火
で
し
た
。
昨
年
の
1
回
目

は
お
客
様
に
は
告
知
さ
れ
て
い

な
い
、
ま
っ
た
く
の
サ
プ
ラ
イ

ズ
。
西
伊
豆
に
あ
る
漁
港
の
ひ

と
つ
に
許
可
を
い
た
だ
き
、
ス

タ
ッ
フ
は
港
の
突
堤
で
ス
タ
ン

バ
イ
。
飛
鳥
Ⅱ
船
上
か
ら
の
発

令
で
点
火
。
お
客
様
に
弊
社
の

特
長
で
あ
る
色
鮮
や
か
な
花
火

の
数
々
を
大
変
喜
ん
で
頂
き
ま

し
た
。
飛
鳥
花
火
は
今
後
も
続

く
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
の

で
、
旅
の
思
い
出
と
し
て
ず
っ

と
お
客
様
の
心
に
残
る
よ
う
な

花
火
を
打
ち
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

伊
豆
市

下
田
市

松
崎
町

土
肥

石
廊
崎

伊
東
市

西
伊
豆

飛
鳥
Ⅱ
が

現
地
に
近
づ
く

時
刻
に
合
わ
せ
て

打
ち
上
げ
の
準
備
が

行
わ
れ
ま
す
。

船上縁日や盆踊りで夏祭り気分。
ドレスコードはサマーカジュアル、
浴衣でどうぞ。

特
集
2
／
花
火
ク
ル
ー
ズ
の
魅
力

打
ち
上
げ
花
火
の
あ
る
夏
が
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
見
物
客
で
い
っ
ぱ
い
の

陸
上
か
ら
離
れ
て
、
遮
る
も
の
の
な

い
洋
上
の
特
等
席
か
ら
存
分
に
楽
し

む
飛
鳥
Ⅱ
の
花
火
ク
ル
ー
ズ
。
打
ち

上
げ
の
時
間
に
合
わ
せ
て
、
思
い
思

い
の
浴
衣
姿
で
デ
ッ
キ
に
集
ま
る
お

客
様
。
船
の
間
近
で
上
が
る
迫
力
あ

る
花
火
に
歓
声
が
あ
が
り
、
お
祭
り

ム
ー
ド
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
笑
顔

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
日
常
の
喧
騒

を
離
れ
て
、
ク
ル
ー
ズ
で
し
か
味
わ

え
な
い
時
間
を
満
喫
で
き
る
の
が
花

火
ク
ル
ー
ズ
で
す
。
ま
だ
経
験
さ
れ

て
な
け
れ
ば
、
次
の
夏
に
ぜ
ひ
。

洋
上
の

特
等
席
に

よ
う
こ
そ

定
番
の
花
火
ク
ル
ー
ズ
を
ご
紹
介
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CREW RUNNER 編

ランナーに人気のマリンポートかごしま

おとなりの方とお話しできるぐらいのペースで 歩く前の準備体操は忘れずに

いつも30分ぐらい走
ります。一番思い出に
残っているのは南極・
南米クルーズ。南米大
陸の南端、ウシュアイ
アで海沿いを走ったり、
南極大陸を眺めなが
らデッキを走りました。

鹿児島港は乗組員に
人気のランニングス
ポットです。１周１キロ
のランニングコースが
あるので、和食の内藤
シェフと一緒に１km/
６分ペースで10キロ
走ってきました。

歩いて、走って
デッキを回れば
飛鳥Ⅱも世界を回る

朝の１マイルで
健康へぐっと
近づこう

Let's Run!

Let's Walk!

健康維持とリフレッシュのため、乗組員も休み時間を利用してラ
ンニングを楽しんでいます。日本をそして世界を飛鳥Ⅱとともに旅
する乗組員のランニングエピソードを聞きました。

野村プロビジョンマスター 亀山クルーオフィサー

原則左回り、
前方は強風に
ご注意

ASUKA WALKING & RUNNING CLUB Vol.1

　早朝の人気プログラム「ウォーク・ア・マイル」は、
客船で初めて「ヘルスツーリズム認証」を取得しま
した。フィットネスインストラクターと一緒に１周
440メートルのプロムナードデッキを４周（＝1マイ
ル）歩きます。海の向こうを眺めたり、おしゃべりし
ながら歩いているとあっという間。季節によっては
ちょうど日の出が見られたり、時にはイルカの群れ
がジャンプしている姿を見つけるこ
とも。まさに、早起きは三文の得。そ
して、歩いた後の朝食がまた一段と
美味しく感じられます。

おはよう！と
イルカも
ジャンプ フィットネス

インストラクター

西村千絵

胸に目があるイメージで姿勢良く、つま先をあげて
踵から着地しましょう。しっかり腕を振って、肩甲骨
を動かすように。早く歩く必要はありません。余裕が
あれば42分ぐらい歩くと、酸素が体にゆきわたりま
す。風の強い時はなるべく壁側を歩くようにして、無
理せずご自分のペースで気持ちよく歩きましょう。

2017年春から飛鳥Ⅱ
に乗船。それ以前は宝
塚歌劇団宙組の男役
として活躍していた。

〝
と
む
ら
の
タ
レ
〞
は
日
南
市
内

に
複
数
あ
る
「
ス
ー
パ
ー
と
む
ら
」

で
購
入
で
き
ま
す
。
油
津
港
の
最

寄
り
に
は
油
津
店
が
あ
り
ま
す
が
、

取
材
班
は
少
し
足
を
延
ば
し
て
タ

ク
シ
ー
で
片
道
20
分
ほ
ど
の
城
下

町
・
飫
肥
へ
。
こ
ち
ら
の
飫
肥
店

は
街
の
景
観
に
な
じ
む
よ
う
に
外

観
に
瓦
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
店
内
を
探
す
ま
で
も
な
く
、

目
を
ひ
く
緑
と
赤
と
金
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
が
取
材
班
を
迎
え
て
く
れ
て

ミ
ッ
シ
ョ
ン
完
了
。
お
店
を
出
れ

ば
街
並
み
は
ま
る
で
時
代
劇
の
中

で
す
。
こ
こ
飫
肥
は
南
九
州
の
小

京
都
と
言
わ
れ
、
２
８
０
年
に
わ

た
り
伊
東
氏

の
居
城
が
あ

っ
た
と
こ
ろ
。

焼
肉
の
タ
レ

を
購
入
が
て

ら
、
城
下
町

探
索
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

「とむらのタレ」

日
南
油
津

ル
ー
ズ
で
油
津
（
日
南
）
に
寄
港

す
る
際
に
は
「
必
ず
〝
と
む
ら
の

タ
レ
〞
を
買
っ
て
き
て
」
と
家
族
か
ら
厳

命
が
出
ま
す
。
忘
れ
る
と
大
変
で
す
。

正
式
な
商
品
名
は
「
戸
村
本
店
の
焼
肉
の

た
れ
」。
宮
崎
県
で
は
知
ら
な
い
人
が
い
な

い
ほ
ど
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
（
タ
レ
）。
県
内
の

あ
ち
こ
ち
に
あ
る
「
ス
ー
パ
ー
と
む
ら
」
で

買
え
る
の
で
す
が
、
タ
レ
の
コ
ー
ナ
ー
が
ど

ー
ん
と
常
設
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
の
人
気
商

品
で
す
。

タ
レ
は
種
類
が
あ
る
の
で
す
が
私
の
お
す

す
め
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
。
濃
い
め
な
ん
で
す

が
フ
ル
ー
テ
ィ
で
甘
さ
が
し
つ
こ
く
あ
り
ま

せ
ん
。
な
ん
と
、
バ
ナ
ナ
が
入
っ
て
い
る
ん

で
す
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
鉄
板
焼
き
に
は
も
ち
ろ
ん
、

妻
は
料
理
の
隠
し
味
に
使
っ
た
り
サ
ラ
ダ
に

使
っ
た
り
重
宝
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

常
温
で
持
ち
運
べ
る
の
で
ク
ル
ー
に
も
お
み

や
げ
と
し
て
大
人
気
。
全
国
発
送
も
し
て

る
よ
う
な
の
で
、
リ
ピ
ー
ト
も
で
き
ま
す
ね
。

訪
ね
て

み
ま
し
た

ク

日
南
市

寄
港
地
の

い
ち
お
し

第
一
回

ク
ル
ー
が
見
つ
け
た

ホ
テ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

小
川
智
也

南
九
州
の
小
京
都
・

飫
肥
は
か
つ
て
の
日
南
の

中
心
地

お

び

スーパーとむら飫肥店
お び

さ
ん

ス
ー
パ
ー

と
む
ら

油
津
店

飫
肥
駅

日
南
駅油
津
駅

油
津
港

国
道
2
2
2
号

飫
肥
城
跡

飛
鳥

ス
ー
パ
ー

と
む
ら

飫
肥
店

お
び

Photographs by Yosuke Owashi, Kazuhisa Natori19 18



Design 12
  一喜一憂を

誘
う
回
転
板
の
よう

Design 10
  洋
上
で
きら
め
くス
タ
ー
た
ち

Photographs by Kazuhisa Natori
Des

ign
 5   ス

パー
クする

のはジャズ？それともシャンパン？

Design 2
  白いソファで

お
解
り
で
す
ね
。ま
る
で
海
の
中
の
よう

Des
ig

n 
14

  こ
れ
も
、な
が
～
い
絨
毯

Design 17
  ビンゴに夢中に

な
っ
て
た
ら
目
に
入
ら
な
い？

Design 6
  特
別
な
空
間
に
遊
ぶ
の

は千鳥？

Desi
gn

 3  
こ
の
庭
で
は
食
欲
の
ブレ

ーキ
が緩
んでしまう

D
es

ig
n 
13

  船
首はど

っち？の目印にできるデ
ザ
イン

D
es

ign
 15   中央のスペースは踊りや

す
い
板
張
り

Design 16
  嗜
ま
な
い
方
は
ご
存
知
な
いかも

Desig
n 8 

 入
る
時
は
期
待
、出
る
時
は余

韻

D
es

ig
n 
1   
ボー

ダー
柄が変化する。ひと続きの

空
間
だ
け
ど
違
う
役
割

Des
ig

n 
11

  今
宵
は
フ
レ
ン
チ？
そ
れ
とも
？

Design 7
  なが

～
い
絨
毯
。こ
れ
は
ど
の
デッキ？

飛 鳥Ⅱ
の
絨 毯

D
es

ig
n 

4   あ
なたを磨きます

飛鳥Ⅱには
さまざまな美が、
さりげなく

息づいています。
その背景にある
ストーリーを知れば
確かめたくなる
はずです。

飛 鳥 の
美しい
かたち

Collection 7

正解は29ページへ

飛鳥Ⅱのさまざまなスペースに敷かれている絨毯。
空間の役割や演出に応じて、

それぞれに吟味されたデザインが施されています。
パブリックスペースの中の一部ですが、それでもこれだけのバリエーション。

さて問題です「このデザインはどこの絨毯でしょう」。
見覚えはあってもなかなか難しい。
正解は別ページにありますが、

まずはチャレンジしてみてください。

D
es

ig
n 
9   

3カ
所の
エレベータは微妙に柄
違
い

じ ゅう た ん
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す
っ
と
伸
び
や
か
に

し
た
い
と
思
っ
て

削
っ
て
は
撫
で
て
い
る

村
山 

明
水
を
張
っ
た
か
の
よ
う
に
艶
や
か
に

浮
か
び
あ
が
る
木
目
。漆
を
す
り
込
ん
で
は
研
ぎ
、

ま
た
漆
を
す
り
込
む
こ
と
を
繰
り
返
し
て

生
ま
れ
る「
拭
漆
」の
美
で
す
。

京
都
宇
治
へ
人
間
国
宝
・
村
山
明
氏
の

工
房
を
訪
ね
ま
し
た
。

工
房
を

訪
ね
て

第
３
回

　
よ
く
京
都
に
は
千
二
百
年
の
文
化
が
あ
る
と
言
い
ま
す
が
、木
工

も
そ
の
中
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。昔
は
指
物
師
、刳
物
師
、彫
物
師

な
ど
と
言
わ
れ
、分
業
し
て
い
ま
し
た
。私
の
師
で
あ
る
黒
田
辰
秋
は

京
都
の
塗
師
の
家
に
生
ま
れ
、職
人
た
ち
が
分
業
で
生
み
出
す
作
品

が
絵
画
な
ど
の
芸
術
よ
り
低
く
見
ら
れ
る
こ
と
へ
の
反
発
も
あ
り
、

全
て
を
一
人
で
行
う
工
芸
作
家
を
目
指
し
ま
し
た
。や
が
て
民
藝
の

流
れ
が
生
ま
れ
、分
業
で
は
な
く
個
人
と
し
て
工
芸
作
品
を
作
る
作

家
が
出
て
き
た
の
で
す
。

　
朝
鮮
の
古
い
も
の
で
、麻
布
で
漆
を
拭
い
た
よ
う
な
松
材
の
米
び
つ

を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。日
本
に
は
何
も
塗
ら
な
い
白
木
の
椀
と
、

漆
に
く
ぐ
ら
せ
た
塗
り
物
の
椀
は
あ
り
ま
し
た
が
、拭
漆
の
原
型
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。黒
田
辰
秋
が
そ
の
拭
漆
の
技
法
を
発
展
さ
せ

た
の
で
す
が
、当
時
は
よ
い
研
磨
剤
が
な
く
砥
石
を
使
っ
て
い
た
の
で

初
期
の
作
品
は
か
な
り
粗
い
も
の
で
し
た
。

　
で
は
、現
在
の
拭
漆
は
ど
う
や
って
作
って
い
る
か
。木
地
に
生
漆
を

塗
り
、布
で
漆
を
拭
い
て
か
ら
耐
水
ペ
ー
パ
ー
で
研
ぐ
。ま
た
生
漆
を

塗
って
は
拭
き
、さ
ら
に
細
か
い
耐
水
ペ
ー
パ
ー
で
研
ぎ
ま
す
。こ
れ
を

二
十
回
以
上
繰
り
返
す
と
、透
き
通
る
よ
う
に
木
目
が
浮
か
び
あ

が
って
き
ま
す
。

　
な
ぜ
透
明
感
が
出
る
の
か
と
い
う
と
、粒
子
の
細
か
い
耐
水
ペ
ー

パ
ー
で
研
い
で
い
く
こ
と
で
木
地
の
表
面
の
凹
凸
が
細
か
く
な
り
、そ

こ
に
生
漆
を
す
り
込
む
と
表
面
が
堅
く
な
り
ま
す
。ツ
ル
ツ
ル
で
堅
い

も
の
は
光
を
反
射
す
る
の
で
、艶
や
か
に
木
目
が
浮
か
び
あ
が
って
見

え
る
の
で
す
。

　
設
計
図
み
た
い
な
も
の
は
作
り
ま
せ
ん
。手
描
き
で
簡
単
な
型
紙

（
平
面
図
）を
作
って
、寸
法
は
決
め
ま
す
よ
。長
さ
だ
け
は
後
で
変
え

ら
れ
な
い
で
す
か
ら
ね
。例
え
ば
机
の
脚
を
削
る
と
き
、木
目
を
見
な

が
ら
ど
う
い
う
厚
み
を
作
ろ
う
か
な
と
、考
え
な
が
ら
叩
い
て（
ノ
ミ

で
削
って
）い
き
ま
す
。直
角
、直
線
よ
り
は
ど
こ
か
に
曲
線
や
ふ
く
ら

み
を
も
た
せ
た
い
。い
つ
も
、す
っ
と
伸
び
や
か
に
し
よ
う
と
思
い
な
が

ら
、削
って
は
撫
で
て
形
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

　
木
材
は
伊
勢
神
宮
か
ら
も
ら
っ
て
き
た
り
、い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で

手
に
入
れ
ま
す
。例
え
ば
一
般
に
欅
は
堅
い
木
材
と
言
わ
れ
る
け
れ

ど
、実
際
に
は
柔
ら
か
い
と
か
粘
い
と
か
個
体
差
が
あ
り
ま
す
。育
ち

方
で
密
度
も
模
様
の
入
り
方
も
違
う
。触
り
な
が
ら
、こ
れ
は
お
盆

に
し
よ
う
か
な
と
考
え
た
り
ね
。作
品
に
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
な
寸
法

の
カ
ン
ナ
を
自
作
し
、ノ
ミ
も
自
分
で
研
ぎ
ま
す
。漆
を
乾
燥
さ
せ
る

た
め
の
室
も
作
品
の
寸
法
に
合
わ
せ
て
工
房
の
中
に
作
り
ま
す
よ
。

　
飛
鳥
Ⅱ
に
展
示
し
て
い
る
拭
漆
白
檀
塗
の
重
箱
も
、よ
く
見
る
と

上
の
方
が
す
ぼ
ま
っ
て
い
ま
す
。普
通
、指
物
で
あ
れ
ば
直
角
が
基
本

で
す
が
、あ
え
て
角
度
を
少
し
ず
つ
変
え
て
蓋
が
ぴ
た
り
と
合
わ
さ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
内
側
に
は
金
箔
を
は
っ
て
そ
の
上
に
、赤
の
た
め
漆
を
塗
っ
た
白
檀

塗
な
の
で
、汁
物
な
ど
で
も
安
心
し
て
入
れ
ら
れ
ま
す
。三
段
に
な
っ

て
い
る
の
で
、家
族
一人
ず
つ
の
お
重
盛
り
に
す
る
の
も
良
い
と
思
い
ま

す
。あ
る
い
は
、内
側
に
ビ
ロ
ー
ド
の
布
を
敷
い
て
、小
物
入
れ
な
ど
に

も
使
え
る
で
し
ょ
う
。飾
る
だ
け
で
な
く
、日
常
の
暮
ら
し
の
中
で

使
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

飾
る
だ
け
で
は
な
く

暮
ら
し
の
中
で
使
っ
て
ほ
し
い

職
人
の
分
業
で
作
ら
れ
て
い
た

指
物
、
刳
物
か
ら
工
芸
作
品
へ

し
っ
と
り
と
光
を
お
び
て

浮
か
び
あ
が
る
木
目

指
先
が
ふ
れ
た
時
の

や
わ
ら
か
な
曲
線
と
ふ
く
ら
み

V
ol.03

A
kira M

urayam
a

京
都
宇
治

木
工

Photographs by Yosuke Owashi23 22



砂糖をまぶしたパン粉が入ったスパニッシュブレッド

スパニッシュブレッド

人気ナンバーワンの

飛鳥Ⅱ特製あんパンは
粒あん

あんパン

洋かと思えば和
チョコデニッシュと
見間違えないで

あんデニッシュ

目立ちませんが
いつもディナーで
お会いしますね

ロールパン

小麦の味が

しっかりと

お口にひろが
ります

全粒粉ブレ
ッド

全粒粉のパンにオートミールでとってもヘルシー

オートミールブレッド

デニッシュ生地に巻いたレーズンが
ほんのり甘い

レーズンデニッシュ

まんなかには
カスタード

甘さもふんわり

カスタードデニッシュ

小さめの
クロワッサンなら
罪悪感も控えめ

クロワッサン
2009年からベーカーとし
て乗船。フィリピンでも奥
さんと小さなパン屋を営
んでいる。4人の子どもの
うち、最近息子がアメリカ
の大学に進学した。

ベーカー

リノ

もう一つ、と手が伸びる
飛鳥Ⅱのパンたち
あたたかいうちに
どうぞ召し上がれ

第六回

食事は船旅の
大きな楽しみの一つ。

かねてより国内外の食通を
唸らせてきた

日本郵船の客船。
その伝統を継承する

飛鳥Ⅱの「美食」を巡ります。

Fresh out of the Oven !

焼きたてパン

Photographs by Taishi Sakamoto

外はパ
リッと

中はし
っとりの

バゲット

バゲッ
ト

上にちらしたゴマもソーセージの味をひきたてます

ソーセージパン

トースターで
焦がさないように
ご注意を

食パン

ーカーのリノはこの道20年
以上のベテラン。フィリピン人
の中で唯一アシスタントシェ

フを任されています。ベーカーの仕事は
午前４時45分に始まります。前夜までに
仕込みをして、ホイロという発酵機に並
べておいたパン種を取り出して、オーブ
ンに並べます。焼き上がった朝食用の
パンは、11デッキのリドカフェ&リドガー
デンへ。食パン、フランスパン、クロワッサ
ン、レーズンやチョコの入った甘いデニッ
シュ、そしてあんパンなどが並びます。
朝食の間も、「チリン、チリン」と鐘を鳴ら
してオーブンから焼きたてパンを補充し
ます。あらかじめ決まった量を焼き置き
することはせず、焼きたてのパンを召し
上がっていただきたいという思いです。
　飛鳥Ⅱの4デッキにあるベーカリーは
休むことがありません。昨年新しくなっ
た2台の大きなオーブンはフル稼働で
す。朝食用のパンを焼いている間に、
今度はお昼のパンの仕込みを行いま
す。昼食のビュッフェではカレーライスな
ども人気ですが、パンを召し上がる方も
いらっしゃるので5種類ぐらいのパンを
用意しています。お昼が終われば、ディ
ナーの準備。バゲットは午前中に生地
を棒状にしておき、午後3時から発酵に
かけます。4時半にはオーブンに入れ
て、20分で焼き上がると熱々の状態で
ギャレーへ運び込み、切り分けたらすぐ
に一回目のディナーのお客様へとサー
ブされます。
　飛鳥Ⅱで一番人気なのはなんと言っ
てもあんパンです。小ぶりなのに、あん
こはたっぷり。定番のバゲットやクロワッ
サン、各種のデニッシュなども人気で
す。どれも小さめなので何種類か楽し
めますね。他にもフィリピンでよく食べら
れているスパニッシュブレッドなども、陸
ではなかなか出会えないパンなので船
上で召し上がってみてください。

ベ
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1,944円（税込）

O
nline Shopping

C
ruise D

esk

江
頭
紀
光
子

ク
ル
ー
ズ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

ホ
テ
ル
部
M
D
チ
ー
ム

ク
ル
ー
ズ
デ
ス
ク
か
ら

郷
土
の
大
花
火
を
観
て
い
た
だ
き
た
い
！

初
代
飛
鳥
シ
ェ
フ
の
提
言
で
生
ま
れ
た

大
迫
力
の「
熊
野
大
花
火
ク
ル
ー
ズ
」

熊
野
大
花
火
を
視
察
す
る
幸
運
に
恵

ま
れ
、
シ
ェ
フ
が
熱
く
語
っ
て
い
た

大
花
火
を
生
で
観
て
、「
確
か
に
こ

れ
は
ス
ゴ
イ
」
と
感
動
と
共
に
体
感

し
た
の
で
し
た
。
水
面
に
大
輪
の
花

の
よ
う
に
広
が
る
独
特
の
花
火
や
、

洞
窟
か
ら
上
が
る
打
上
花
火
の
大
音

響
は
他
で
は
感
じ
た
事
の
な
い
迫
力

で
し
た
。
ち
な
み
に
洞
窟
か
ら
上

が
っ
て
い
た
打
上
花
火
は
あ
ま
り
の

音
響
で
洞
窟
に
ヒ
ビ
が
入
り
、
現
在

は
洞
窟
の
横
か
ら
上
が
っ
て
い
る
の

だ
と
か
。
打
上
花
火
は
初
盆
を
迎
え

る
家
々
が
慰
霊
の
思
い
を
込
め
て
提

供
す
る
風
習
だ
そ
う
で
す
。
花
火
と

慰
霊
は
相
容
れ
な
い
感
じ
が
し
て
し

　
初
代
飛
鳥
の
時
代
か
ら
夏
の
花
火

ク
ル
ー
ズ
は
大
人
気
で
す
が
、そ
の
中

の
一
つ
、「
熊
野
大
花
火
」に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。
今
で
こ
そ
熊
野
大
花

火
の
当
日
は
熊
野
沖
に
外
国
船
を
含

め
客
船
が
集
結
し
ま
す
が
、そ
の
き
っ

か
け
を
作
っ
た
の
は
初
代
飛
鳥
で
当

時
シ
ェ
フ
を
し
て
い
た
人
物
で
し
た
。

シ
ェ
フ
は
熊
野
の
隣
町
で
あ
る
尾
鷲

市
に
住
み
、
子
供
の
頃
か
ら
8
月
17

日
は
家
族
総
出
で
隣
町
の
花
火
を
観

に
行
く
の
が
恒
例
で
し
た
。
そ
の
熊

野
大
花
火
を
海
か
ら
観
ら
れ
た
ら
ど

ん
な
に
素
晴
ら
し
い
だ
ろ
う
と
夢
を

思
い
描
い
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

　
そ
の
少
年
が
や
が
て
客
船
の
シ
ェ

フ
と
な
り
、
夢
に
描
い
て
い
た
花
火

ク
ル
ー
ズ
の
ア
イ
デ
ア
を
会
社
に
提

言
。
丁
度
そ
の
年
の
花
火
直
前
に
名

古
屋
へ
出
張
の
予
定
が
あ
っ
た
私
が
、

ま
い
ま
す
が
、「
花
火
の
よ
う
な
人

生
」
と
も
例
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
美

し
く
昇
華
し
て
散
っ
て
い
く
花
火
と
、

人
生
の
最
期
を
重
ね
合
わ
せ
故
人
を

弔
う
と
同
時
に
、「
花
火
の
よ
う
な

人
生
」
を
願
う
人
間
の
願
望
も
込
め

ら
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
30
年
近
く
も
前
、
当
時
の
シ
ェ
フ

の
提
言
か
ら
生
ま
れ
た
飛
鳥
の
「
熊

野
大
花
火
ク
ル
ー
ズ
」
は
シ
ェ
フ
の

郷
土
愛
の
賜
物
で
あ
り
、
飛
鳥
ク

ル
ー
ズ
の
歴
史
に
こ
れ
か
ら
も
刻
ま

れ
て
い
き
ま
す
。

　
夏
の
花
火
を
観
る
ク
ル
ー
ズ
は
今

後
も
計
画
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

是
非
と
も
ご
体
感
く
だ
さ
い
！！

缶
を
開
け
た
瞬
間
に

笑
顔
と
夢
が
ひ
ろ
が
る

ヴ
ォ
ヤ
ー
ジ
ュ
サ
ブ
レ

ト
で
偶
然
入
っ
た
の
が
サ
ブ
レ
ミ
シ

ェ
ル
と
い
う
お
店
で
し
た
。
中
で
も

「
ヴ
ォ
ヤ
ー
ジ
ュ
サ
ブ
レ
」
と
い
う

シ
リ
ー
ズ
は
、
宝
箱
の
よ
う
な
か
わ

い
ら
し
い
缶
に
ミ
シ
ェ
ル
と
い
う
女

の
子
が
世
界
を
旅
し
て
見
つ
け
た
す

て
き
な
景
色
や
思
い
出
が
サ
ブ
レ
に

な
っ
て
詰
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
旅
の
ワ
ク
ワ
ク
が
伝
わ
る
な
ん

て
、
と
て
も
す
て
き
だ
な
と
思
い
ま

し
た
」
と
今
井
さ
ん
。
そ
し
て
今
回
、

ミ
シ
ェ
ル
が
飛
鳥
Ⅱ
に
乗
っ
て
旅
に

　
楽
し
か
っ
た
旅
の
思
い
出
を
、
お

家
に
帰
っ
て
か
ら
も
お
友
達
や
ご
家

族
と
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

お
土
産
。
こ
の
夏
、
飛
鳥
Ⅱ
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
新
た
な
お
土
産
が
発
売
さ
れ

ま
す
。
シ
ョ
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

し
て
飛
鳥
Ⅱ
で
働
い
て
い
た
今
井
悠

華
さ
ん
は
、
現
在
陸
上
の
ホ
テ
ル
部

で
商
品
開
発
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
に
な
い
商
品
を
作
っ
て
お

客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
た
今
井
さ
ん
が
プ
ラ
イ
ベ
ー

出
る
飛
鳥
Ⅱ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商
品
を

開
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

缶
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
こ
だ
わ
り
、
ワ

ン
ピ
ー
ス
に
麦
わ
ら
帽
子
、
旅
行
カ

バ
ン
を
持
っ
た
ミ
シ
ェ
ル
が
飛
鳥
Ⅱ

で
旅
に
出
る
シ
ー
ン
を
描
き
ま
し
た
。

https://www.asukacruise.shop/

掲載商品のお問い合わせ、ご購入は「飛鳥クルーズオンラインショップ」まで

お
う
ち
で
も
っ
と
A
S
U
K
A 

Ⅱ

お
客
様
と

飛
鳥
Ⅱ

そ
し
て

寄
港
地
を
結
ぶ

オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プC O

VOYAGE SABLE

飛鳥Ⅱ
オリジナル
ヴォヤージュサブレ

価格

飛鳥Ⅱに乗って
ミシェルは

どんな旅の思い出を
見つけるのでしょう

缶を開けた瞬間に、ふわっと笑顔
がこぼれるサブレの中身は、飛鳥Ⅱ
オリジナルでつくった船体、幸せの
象徴クローバー、ミシェルの麦わら
帽子、かわいいイルカ、そして華や
かなバラなど。さくさく食感のサブ
レは絵柄によってピスタチオやカカ
オ、アールグレイ、イチゴ、バター、
ブルーベリーなどのフレーバーが
楽しめます。

Online Shopping

私
の
お
気
に
入
り
は飛

鳥
Ⅱ
の

露
天
風
呂

洋
上
の
開
放
感

最
高
に

気
持
ち
い
い
！

誰
も
い
な
い
し

歌
っ
ち
ゃ
お

絶
景
が

向
こ
う
か
ら

や
っ
て
く
る
か
ら

ク
ル
ー
ズ
っ
て

最
高
！

旅ぃ行けば
～あぁん♪

駿河の国に
ぃ～

茶の香りぃ
～♪

Illustration by Nobuo Kusunoki

あっ!富士
山!

おまかせデスクの笑顔さん⑦

さ
ん

今
井
悠
華

「飛鳥Ⅱの絨毯」
の正解

①イー・スクエア＆パームコート　②ビスタラウンジ　③リドガーデン　④アスカ アヴェダ サロン＆ス
パ　⑤ピアノバー　⑥ザ・ベール　⑦7デッキ廊下　⑧ギャラクシーラウンジ入り口前　⑨中央エレ
ベーター　⑩ギャラクシーラウンジ　⑪フォーシーズン・ダイニングルーム　⑫モンテカルロ　⑬10デ
ッキ廊下　⑭8デッキ廊下　⑮クラブ2100　⑯スモーキングラウンジ　⑰ハリウッドシアター
※なお改装等により絨毯が変更になる場合があります。

PICK UP!

20ページの美しいかたち

Photographs by Yosuke Owashi29 28




